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る。本資料の内容は 3 部で構成されている。「昭和七年一月 遊覧説明 会社出発ヨリ神宮出発マデ」




















本資料の内容は、3 部の説明文から構成されている。これら 3 部は「昭和七年一月 遊
覧説明 会社出発ヨリ神宮出発マデ」「遊覧説明 自 神宮出発 至 生目往復本社」「自 
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崎県庁本館）の建設風景に触れられていること、以上の 4 点である。 
 
    
左・写真１ 「昭和七年一月 遊覧説明 会社出発ヨリ神宮出発マデ」筆者撮影（2011 年） 
右・写真 2 昭和 7 年頃の遊覧バス 出所：宮崎交通株式会社（1997） 
 
「発行」などの作成年月であることを示す文字はないが、①に記された「昭和七年一
月」は作成年月である可能性が高い。②は、1932（昭和 7）年 4 月 30 日に架設竣工した
橘橋の工事模様が記されているということである。③はその文脈から、皇紀すなわち神武
天皇の即位年を紀元とする紀年法に対応し、昭和 7 年すなわち 1932 年を表すことが分か
る。そして④の宮崎県庁舎が落成するのが 1932（昭和 7）年 10 月 14 日のことであった。 
宮崎バスの名所遊覧バスが営業を開始したのは、1931（昭和 6）年の 11 月 1 日のこと
であった（写真 2）。そこで、①の 1932（昭和 7）年 1 月は、営業開始から 2 ヶ月という
ことになる。②④からは、本資料が 1932 年の宮崎県庁の落成する 10 月以前さらには橘橋
が竣工する 4 月 30 日以前に作成されたこと、③からは 1932 年の下車説明のための記述で
あること、が分かる。①の年月を作成年月であると断定することはできないが、本資料の
記述内容が 1932（昭和 7）年の宮崎市内の観光説明であると大まかに測定できる。1932











岩切章太郎（1990）『自然の美 人工の美 人情の美』鉱脈社 
宮崎交通社史編纂委員会（1997）『宮崎交通 70 年史』宮崎交通株式会社 
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2. 宮崎バス『遊覧説明 No.12』の紹介（全文） 
 





















1 橘橋 2 本町橋 3 旅館町、料理屋町、新地遊郭 4 川口 5 一ツ葉 








































なった訳で御座います 次の横通りは右手が広島通り 左手が高松通りと申します 右手広島通りを
少し参りました処に宮崎の高等女学校が御座います 
橘通五丁目 1 大火跡 バス紹介 貸切 カスタンク 水道 


























































































































かのお縁と存します 講談ては 乗吅船にはお国自慢かつきものてこさいます 遊覧バスが昭和の乗
吅船と申してもよろしいかと存しますか 皆様それぞれのお国自慢も亦お遊覧のお一興かと存します
次第てこさいますどーぞお聴かせを願います 



























































末広町 上野町はあれから尚南に二丁目 三丁目 四丁目と続いて居ります、三丁目には幕末の奇傑
高山彦九郎の宿舎が御座います 
丸ノ内 







 左手の建物は宮崎市役所で御座いますが 町時代のままで近く改築の筈で御座います 市役所の東























でございます 十年の役田原坂の一戦に敗れた薩軍は 退路を断れて日向路に逃けて参りまして と
うとう其本拠(キョ)を宮崎に移して参りましたが 七月二十八日 力と頼む中野台の戦ひに敗れて仕







中村町 1 西郷戦争で焼かれた 2 当町の繁栄 3 現況 





た者がないと申す程で御座いましたそれで  西郷隆盛や仏か姿見せずに戦すると云ふ  歌が残っ
て居ります 其時薩軍の本営で 又桐野利秋の宿舎となって居りましたのが 今学務部長の官舎とな
って居る家で御座います 丁度川の北岸橘橋の少し上手でございますが其処の応接間の柱には今でも
当時の弾痕が残って居ります 





力となって居りますが 県民は此無限の電力を利用して 一方大工業の誘致に努めると共に 又凡て
のものを動力化し電力化して工業国の宮崎県を作り上げやうと努力いたして居ります 農村電化の問
題 小工業の動力化の問題が最近非常にやかましく呼ばれて着々として成績を現して参るのは誠に喜
はしい事で御座います 此辺りは谷川町と申します 左手一帯の丘は天神山公園で御座います 山上
から宮崎市が一目に見下されます 御迷惑ですが御登りを願ひまして御覧をいただきと存じて居りま
す 
天神山 1 山上の説明 2 大淀川 3 赤江港 4 竹林 公園計画 
 此の山の上から見ますと こちらが東で・・・・・・丁度真下が橘橋 其次が先刻通りました 本
町橋其次が鉄道の鉄橋で 其東 川の中のが丸島で丸島の東は もう川口で 赤江洋の怒涛が見えま
す 少し左手の一帯の松原は松の名勝一ツ葉濱で御座います 北の方平たい森が宮崎神宮 其左手の
建物が 高等農林学校で御座いますから 本町橋橘橋と線を引いて御覧下さいますと只今御案内いた
しました道筊の御見当がおつきかと思ひます 











ったと思はれます 今ではすっかり埋って 御覧の通りのさひれ方ですが 近く河川改修の進行に伴
って河口港の問題が進んて参りましたので 亦賑かな港と成る事と思ひます 
 此方に農事試験場の園芸部が御座いますが 其処から西の方 あの愛宕山にかけての一帯を宮崎市
の公園にしようと云ふのが 市当局の計画で已に東京市の井上公園課長の手に成った計画書も出来て
居ります 出来上がりますと 可なり大規模の立派な公園となる事と存じます 此方(コチラ)は県の
模範竹林で御座います 孟宗竹 破竹 苦竹 黒竹等大凡 二十種ばかり栽培して居ります 本県の
竹は 近頃大変進歩いたしまして栽培面積は六十町歩に及んで居ります 素材として又製品として
年々輸出が増加して居ります 
福島町 1 二百七十年前の大津浪 




したので それから もとの名をつけて福島町と申す様になったので御座います 宮崎地方は余り地
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震の烈しくない処で御座いまして 此 大地震 大津浪は全く珍らしい記録で御座います 右手川向
ふの堤防は河川改修の堤防で御座いまして。向ふの橋は高松橋で御座います。 
大塚町 1 古墳 2 大塚土持 3 髪長姫 







 宮崎県には沢山 古墳が御座います 児湯郡の西都ヶ原の大古墳は其中でも特に有名で御座います
が、其形式は寧ろ近い熊本や福岡地方の古墳とは違って 遠い大和地方の古墳に非常によく似て居る
そうで御座います 是れは古墳を造った時代 即ち日本の極く始めの時代、如何に此の日向と大和地

















戦場坂 1 市の境 2 源為朝 3 宮崎市の弓 














浮田 ■■ 生目八幡の由緒と景清 






















































浮田帰り途 1 日向木炭 2 日向椎茸 
 参ります時は日向米の紹介をいたしましたから此度は日向木炭の御紹介を申し上げる事に致します  
本県は御覧の通り山が多う御座いますので到る所で木炭が生産されて居りまして 年産額は二千万貫
と申されて居ります 其内千五百万貫は、白炭で残りが黒炭で御座います 産額全体から申しますと 

































園芸部 1 大体説明 2 日向蜜柑 
 先方のあの丘が先刻上りました 天神山公園で御座いまして 今度はあの公園下から右の方へ参る








斜線 1 技芸と第三農法 会議 鐘紡 農協 










自 本社 青島往復 至 本社 
駅前 
 是から青島へ御案内いたします 突当りが宮崎市の南玄関大淀駅で御座います 大淀駅から青島内
海へ通ずる宮崎鉄道が分れて居りますか 此鉄道は近く日南鉄道の完成に伴って、国鉄に買収される
事となるだらうと存じますか其時になりますと、宮崎県南部との交通は非常に便利になる訳て御座い
ます 右手の建物は宮崎乾繭倉庫でございます 県下には乾繭倉庫は只今都城 高鍋の二ヶ所と此処
とで三ヶ所出来て居りますが一般養蚕家にとっては大変な福音で御座います 本県は気候か温いのて





良を致して居ます 又 蚕種試験場の東には引続いて宮崎農学校かございます 此附近はもう市外で 
赤江町の区域になって居ります市と赤江町とは殆と何処か堺か区別のつかぬ程てございます。 
 




 此の町は赤江町の内の城ヶ崎町と申します  赤江城ヶ崎や撞木(シュモク)の町よ金が無けれは通
られぬ と歌に残って居る位で 昔赤江の港が繁栄し川口に千石船が何艘も繋かれて居た時分は此の
城ヶ崎町はとても賑かな町てあったそふで御座います 





































































中心となりましたが 然し先生は平然として或日机の上に（ 今は音を忍ふが岡の杜鵑 いつか雲井
のよそに名乗らむ ）と云ふ一首の歌を書きすてて置かれますと同学の人々は此歌を見てこれは唯者
ではないと云ふことを知り以来非常に尊敬したと申して居ります 
 息軒先生て是非皆様に御紹介申し上げたいと思いますのは 先生の奥様で御座います 非常な賢夫
人で先生を日本で一二を争ふ大漢学者にいたしたのも此奥様の内助の功が多かったのだと申す程で御
座います 奥様はお名前をお佐代さんと申しまして 先生と同し清武村で今泉の岡と云ふ所の御生れ
て御座います姓は川添と申しまして 先生とは御親戚の間柄で御座います お姉さんが御座いまして 
お豊さんと申しましたが先づ十人並以下の御嫖緻(キリョウ)、処が妹の奥さんの方は岡の小町と評判
の非常な美人で御座いました 始め息軒先生のお父様 は 姉さんのお豊さんを先生の嫁にと申し込
まれたそふですが、先生は身長は五尺に足らず 而かも満面痘痕(アバタ)と云ふ醜男(ブヲトコ)で御
座いますから お豊さんのお気に入りません ◎何んぼ私しが不嫖緻でも 仲平さんではあんまりた 
◎ と云う訳です 其処で其縁談は其侭にならふとして居る処へ 妹のおさよさんが 顔赤らめて ◎ 
私しを仲平さんにやって下さい と申し出られましたので 皆な吃驚(ビツクリ)いたしましたが美し





 右手に霧島山が大変よく見えます 左手の尖った方が東霧島で頂上に有名な天逆鉾が御座います 
右手の方は西霧島で一名韓国岳(カラクニダケ)と申します 霧島山は天孫降臨の霊地だと申されて居
りますが 最近では国立公園の候補地となって居ります 左手向ふのあの黒々とした山は双石山と申










は木崎橋 この町は木崎町と申します木花村の中心て御座います 木崎町で御紹介申し上げたいのは 
日本の刀鍛冶て新刀の巨匠世に大阪正宗と呼ばれて居る井上真改の出生地である事で御座います。真
改は当地西教寺(セイキョウジ)の子供で初めは素行が治まらなかったが 後大に志を立てて奮起いた
しました為めに あれ程の巨匠になったのだ と申されて居ります 其号を真改と申しますのは心を
入れかへた即ち真に改めたと云ふ意味で熊沢蕃山先生がお付け下さったのだと申されて居ります 木
崎町には其名に因んで 天孫瓊々杵尊の御妃(キサキ)木花咲耶姫の伝説が御座います 木花とも申し 
木崎即ちお后(キサキ)と申しますのは皆其由来によって出来た名だと伝へられて居ります 
杉の話し 
 右手向ふの山々を御覧戴きます 一面美しい杉の造林が出来て居ります あれは全部飫肥杉で御座
います、一口に杉と申しましても色々種類か御座いますか 本県の杉は大別いたしますと この飫肥
杉と薩摩杉で御座います．吆野杉も相等植林されて居りますが どうも吆野杉は成績が悪いそふで御















の通り 仲々いい景色で御座いますが この一面の潟(カタ)をどう利用しようかと 色々考案されて
























ったと申して 今日でも十二月十七日が 青島神社の御祭日になって居ります 
青島（温泉の少し東ヨリ） 













 此橋は弥生橋と申します 明治四十年 大正天皇が 東宮であらせられました 時分 此青島にお成
りで御座いましたが、其時初めて架けました橋で御座います それまでは満潮になりますと 島への
往復は出来ないやふになって居りましたので御座います 此の一面の岩石は水成岩の層で御座います 




います 一寸と見ると人工で作ったとしか見えません 先年御成りになりました 大正天皇も『之れ
は人工で作ったのか』とお側の方に御下問になったと洩れ承って居ります 
 この御社は青島神社と申しまして 彦火々出見命を祭神といたしまして併せて御后 豊玉姫と命を
龍宮へ御案内いたしました 塩土の翁とを御祠りして御座います 伝説に依りますれば 彦火々出見
命が龍宮から御帰りの際 最初に御上陸遊ばされたのが此の青島だと申しますが 其后おきさき豊玉
姫も又、命の後を御慕ひになり 龍宮から此青島え御上陸になりまして、御出迎の命と久久振りの御

















 古い記録によりますと 陛下の御野遊びの乗物は 蒲葵葉の車と申しまして蒲葵葉で飾った車で、
あった事や、蒲葵の団扇は神風を起すと申しまして 陛下の御召上り物を冷やすに用ひた事などを考

















に 鵜戸神宮が御座います 鵜戸神宮は青島から更に南の方大凡八里 有名な官幣大社で御座います 
鵜戸神宮は大きな岩窟内に御鎭座で御座いまして其前は太平洋の怒涛が奇岩屹立した間に躍り狂って
誠に言語に絶した壮観で御座います 彦火々出見命の御子様で 神武天皇の御父君 鸕鷀草葺不吅命
が御祠りして御座います。又其途中の道が海岸ばかりで とても いい景色で御座います 会社の方
へ御申付け下さいますれば それぞれ御便利な様に御取り計ひいたします 














 油津は神武天皇の御后 吾平津姫(アビラツヒメ)の御由緒によって名付けられた名だと申しまして 


















大根を蒔きます 之れが 九月に収穫されて 宮崎市民の食膳に時ならぬ趣きを添えます 大根を収
穫した後には もう一度大根を蒔きます 是れが十二月に所謂千切大根の原料になります而して大根

























 いよいよ終点で御座います 永い間でさぞ御疲れの事と存じます それにとりとめも無い説明でさ
ぞ御退屈の事と恐縮いたします 本日は誠に難有御座います どーぞ此後共御引立てを御願ひします 
本社で御座います。御茶を差上けます。どーぞ待吅所の方へ御立ち寄りを願いいたします。 
 
